
幼児児童生徒の安全確保の徹底につ

いて県教育委員会が通知しました

５月７日に新潟市西区で発生した痛まし

い事件を受け、県教育委員会は市町村教育

委員会及び県立学校（園）長に対し、平成

30年５月９日付け教保第111号「幼児児童

生徒の安全確保の一層の徹底について」に

より通知したところです。

家庭や地域の関係機関等との連携による

見守り活動の強化、不審者情報の共有など、

地域ぐるみの不審者対策等について、一層

の徹底をお願いしました。

通知には下記のとおり、学校現場におい

て学校や地域の実情に応じた取組が徹底さ

れるよう記載しています。

・教職員が交替で校外巡視を行うこと。

・できるだけ明るいうちに帰宅できるよ

う配慮すること。やむを得ず暗くなって

てから下校させる場合は、安全面に十

分配慮すること。

・警察や関係機関、保護者や地域住民等

と連携し、不審者情報等を速やかに把

握し、共有すること。

教職員の多忙化解消に向けて第１

回「働き方改革検討協議会」を開催

しました

５月23日（水）に第１回働き方改革検討協

議会を開催しました。県教育委員会と市町村

教育委員会等が教職員の多忙化解消に向けた

課題を共有し、実効性のある取組を全県体制

で推進することを目的に平成30年度は３回開

催する予定です。

第１回目の協議会では、本会の設置目的に

ついて確認するとともに、下記の事項につい

て協議しました。

・働き方改革を進める上で市町村教育委員

会が一体となって取り組みたいこと

・県教育委員会から後押ししてほしいこと

・取組を進める上で障害になりそうなこと

やその解決策

・学校現場で削減できる事務について

また文部科学省学校業務改善アドバイザー

より、全国各地の教育委員会の動向について

情報提供を受けました。特に横浜市における

「学校閉庁日・定時退勤日」の設定や「留守

番応答機能付き電話」の設置までのプロセス、

成果や課題等について説明いただきました。

今後も県教育委員会と市町村教育委員会等

が一体となって教職員の働き方改革を推進し

ていけるよう取組を進めていきます。

第821号 平成30年６月１日 新潟県は一人一人を伸ばす教育を推進します (1)

教 育ニュースライン 県教育に関する最新ニュースをお知らせします。
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２：６月は「いじめ見逃しゼロ強化月間」です Ｐ２～３ 全種
３：「特別の教科 道徳」の授業と評価について Ｐ４ 小中
４：文化財の国・県新指定について Ｐ５～６ 全種
５：青少年文化財講座について Ｐ７ 全種
６：御活用ください！学校への図書の貸出サービス Ｐ８ 全種
７：インフォメーション Ｐ９～10 全種



いじめは、早期に発見し、適切かつ迅速に

対応して、深刻化しないうちに解消を図る必

要があります。そのためには、いじめをはじ

めとした生徒指導上の諸問題の解消と未然防

止に社会全体で取り組むことが大切です。

昨年度、県内では、自殺やいじめに関する

重大な事案が発生しました。県教育委員会で

は、「いじめ見逃しゼロ県民運動」の推進母体

である「深めよう 絆 にいがた県民会議」と

連携しながら、「いじめ見逃しゼロ」や「自他

の命を大切にすること」への意識を高める活

動を進めています。

６月の強調月間における各学校での着実な

取組をお願いします。

１ いじめ見逃しゼロスクールの推進

児童会や生徒会を中心に、児童生徒がいじ

めの問題等について主体的に考える「いじめ

見逃しゼロスクール集会」や、家庭や地域と

連携して児童

生徒の社会性

を育む活動

等、「いじめ

見逃しゼロ」

に向けての創

意あふれる取

組を推進して

ください。 【三条市立大崎中学校区の集会（H29.11)】

２ 学校いじめ防止基本方針の見直し・改善

昨年３月に、文部科学省から「いじめ防止

等のための基本的な方針」の改定版や「いじ

めの重大事態の調査に関するガイドライン」

が示されました。これを受け、県教育委員会

では「新潟県いじめ防止基本方針」の見直し

を進め、この２月に改定版を公表しました。

主な改定のポイントは以下のとおりです。

・外見的には遊びやけんかに見える行為で

も、状況等の確認を行い、児童生徒の感

じる被害性に着目し、いじめに該当する

か否かを判断する。

・いじめと認知した場合でも、教員の指導

によらずに良好な関係を再構築できた場

合等では、「いじめ」という言葉を使わず

に指導する等、柔軟な対応が可能である。

・学校基本方針に基づく取組の実施状況を、

学校評価の評価項目に位置づける。

・いじめを行った児童生徒に対しては、毅

然とした態度で指導するとともに、当該

児童生徒が抱えている問題とその心に寄

り添いながらいじめの非に気付かせ、謝

罪の気持ちをもたせる。

・単に謝罪をもって安易にいじめの解消と

せず、「いじめに係る行為が止んでいる

状態が、少なくとも３か月を目安に継続

している」「いじめを受けた児童生徒が

心身の苦痛を感じていない」等の要件を

考慮する。

各学校においては、改定された「新潟県い

じめ防止基本方針」を参考にして、自校の「学

校いじめ防止基本方針」がより一層実効性の

あるものとなり、いじめ等の未然防止、早期

発見、適切かつ迅速な対応がなされるよう、

見直し・改善をお願いします。

なお、県教育委員会では、「新潟県いじめ防

止基本方針」の改定を踏まえ、今年度、「いじ

め防止学習プログラム」の改定を進めます。

県教育委員会では、学校・家庭・地域が「い

じめ見逃しゼロ」の意識を共有したり、悩み

を抱える児童生徒や保護者を支援したりする

(2) いじめ見逃しゼロ県民運動 私たちはいじめを見逃しません 第821号 平成30年６月１日

６月は「いじめ見逃しゼロ強化月間」です
義務教育課



第821号 平成30年６月１日 新潟県は一人一人を伸ばす教育を推進します (3)

ために、「新潟県いじめ対策ポータル」を開設

し、いじめに関する情報を発信しています。

強調月間等に合わせて、掲載している情報

を授業や活動等で御活用ください。

○映像メッセージコンテスト優秀作品

昨年度実施の「いじめ見逃しゼロ」映像

メッセージコンテストの最優秀作品等を掲

載しています。（県公式YouTubeチャンネル

にも掲載しています。）

○いじめや自殺防止に向けてのリーフレット

昨年10月に配布したリーフレット（小学

生版「考えよう いじめのこと」、中・高校

生版「誰でも心が苦しいときがある」）を、

今年度は、６月の強調月間に合わせて小１

・小４・中１・高１に配布しました。ポー

タルからもダウンロードできますので、他

学年での指導等で御活用ください。

その他、「いじめ克服体験談」「県民運動の

個人サポーターのメッセージ」「研修資料（「生

徒指導研修資料」等）」や「新潟県いじめ防止

基本方針」、文部科学省の「いじめ防止等のた

めの基本的な方針」等も掲載しています。

また、学校や教育機関、市町村等が行った

いじめ問題に関する取組を紹介するページを

新たに設けました。学校や中学校区等で行っ

た「いじめ見逃しゼロスクール集会」等の取

組、教育機関や市町村等で行ったイベントや

講演会等の概要について、情報をお寄せくだ

さい。担当：問題行動等対策・人権教育班

石津指導主事

ishizu.tadashi@pref.niigata.lg.jp
なお、自校のホームページから「新潟県い

じめ対策ポータル」にリンクできるようにし

て、保護者や地域等への情報提供を工夫して

いる学校があります。

【新潟県いじめ対策

ポータル URL】

http://www.ijimetaisaku.pref.niigata.lg.jp

「深めよう 絆 にいがた県民会議」と連携

しながら、様々な取組を計画しています。

以下、今年度の主な取組を紹介します。

１ 「深めよう 絆 県民の集い」の開催

「いじめ見逃しゼロ」の気運を高め、「自他

の命の大切さ」への意識を醸成するために、

多くの皆様の御参加をお願いします。

・上越地区 平成30年９月15日（土）

上越文化会館

・中越地区 平成30年９月26日（水）

長岡リリックホール

・下越地区 平成30年10月13日（土）

胎内市産業文化会館

２ 学校訪問キャラバンの実施（９～11月）

中学校・高等学校各10校程度を、県民運動

の構成団体や個人サポーター等が訪問し、い

じめ防止や対処の

仕方、命の大切さ、

ネットトラブル防

止等について児童

生徒に直接呼び掛

けます。

【長岡市立北中学校への訪問(H29.11)】

３ 県民講座の開催（年間）

教職員や保護者、一般の方を対象に、家庭

と地域が一体となって子どもを守り、いじめ

問題や命の大切さ、家庭教育等を考えるため

の講座を開催します。

いじめは、どの子にもどの学校でも起こり

うる問題です。

県教育委員会では、いじめ相談電話や相談

メールに加えて、今年度からＳＮＳを活用し

た相談窓口を開設し、相談・支援体制の強化

・充実を図ります。

各学校では、強調月間を機に、いじめ防止

や命の大切さ等を児童生徒に直接語り掛けた

り、家庭や地域と一体となって児童生徒を見

守る活動を展開したりして、「いじめをしない

・見逃さない・許さない」という意識を高め

ていくよう、取組をお願いします。



(4) いじめ見逃しゼロ県民運動 私たちはいじめを見逃しません 第821号 平成30年６月１日

「特別の教科 道徳」(以下、道徳科)が小

学校で全面実施となりました。来年度は中学

校でも始まります。道徳科では、「考え、議論

する道徳」への質的転換が求められています。

そこで、道徳科の授業と評価について以下に

ポイントを示します。

道徳科の目標には「道徳的諸価値について

の理解を基に、自己を見つめ、物事を多面的

・多角的に考え、自己の生き方についての考

えを深める学習」をとおして「道徳性」を育

むことが示されています。このためには、授

業のねらいに応じて次のような多様な指導方

法の工夫を行うことが考えられます。

○教材の登場人物への自我関与を中心とし

た学習で、登場人物の判断や心情を自分

に引き寄せて考える。

○問題解決的な学習で、問題場面の道徳的

価値の意味を見直す。

○道徳的行為に関する体験的な学習で、役

割演技などを通して実際の問題場面を実

感的に理解し、その実現の難しさ・大切

さについて考える。

児童生徒の実態と指導内容に即したふさわ

しい指導方法を選択・工夫することが大切で

す。

道徳科における問題解決的な学習では、合

意形成を目的としません。将来、道徳的な問

題にぶつかったとき、自分にも他者にとって

もより良い選択や判断ができるよう、指導上

留意することが必要です。

道徳科の評価は、児童生徒の学習状況や道

徳性に係る成長の様子を継続的に把握し、そ

の成長を積極的に受け止め、認め励ます「個

人内評価」です。これは、授業のねらいに対

して児童生徒の実現状況を客観的に見取る「目

標に準拠した評価」とは異なります。道徳科

の授業では、ねらいを設定しますが、そのね

らいへの到達を児童生徒に求めるのではなく、

授業における児童生徒の学びの過程に注目し、

一人一人の良さを見取っていくことになりま

す。その際、重視する視点とされているのが

「一面的な見方から多面的・多角的な見方へ

と発展しているか」、「道徳的価値の理解を自

分自身との関わりの中で深めているか」です。

この２つの視点で児童生徒の学びを見取る

には、１単位時間ではなく、年間や学期とい

う大くくりなまとまりで捉えることが必要に

なります。それは、児童生徒の変容や成長は、

長い学びの軌跡を振り返ることで見えてくる

からです。

また、学習評価の妥当性や信頼性等を担保

することは、道徳科においても当然重要です。

そのために、学校・学年として組織的・計画

的に評価について検討し、評価方法等を明確

にしておくことが大切です。

保護者に対しても、道徳科の評価の趣旨や

「個人内評価」、「学習状況の評価」について、

事前に周知していきたいものです。

道徳科の目標に示された学習活動を評価の

視点・授業改善の視点として、「考え議論す

る道徳」の具現に向け、指導と評価の一体化

を進めていきましょう。新潟県では義務教育

課ＨＰ上に「道徳教育の抜本的改善・充実に

係る支援事業」成果報告書(パンフレット）

を掲載しています。文部科学省では、「道徳

教育アーカイブ」にて授業映像資料や実践事

例等を公開しています。御活用ください。

＜文部科学省 道徳教育アーカイブ＞

https://doutoku.mext.go.jp/

「特別の教科 道徳」の授業と評価について
義務教育課



第821号 平成30年６月１日 新潟県は一人一人を伸ばす教育を推進します (5)

文化財は我が国の長い歴史の中で生まれ、

育まれ、今日の世代に伝えられてきた郷土の

貴重な宝です。

昭和25年に法隆寺での壁画焼 損を契機とし
しょうそん

て、この貴重な文化財を守るために文化財保

護法が制定されました。そこでは文化財の種

別を次のように掲げています。

○有形文化財

・建造物

・美術工芸品：絵画、彫刻、考古資料等

○無形文化財：演劇、音楽、工芸技術等

○民俗文化財

・有形の民俗文化財：衣服、器具等

・無形の民俗文化財：民俗芸能等

○記念物

・遺跡：貝塚、古墳、城跡等

・名勝地：庭園、峡谷、海浜、山岳等

・動物、植物、地質鉱物

○文化的景観：棚田、里山、農山村、

鉱山町等

○伝統的建造物群：宿場町、城下町等

本号では、新指定文化財を紹介します。

本県では、国の文化財として新たに２件の

指定及び18件の登録が行われました。指定に

ついての概要は次のとおりです。

１ 国指定文化財

（１）村上祭の屋台行事（無形民俗文化財）

江戸時代より城下町として栄えてきた村上

に伝承されてきた大規模祭礼で、旧村上城下

の総鎮守である西奈彌羽黒神社の例大祭にお
せ な み はぐろ

いて、神輿の巡行に合わせて19基の屋台、14
み こ し

騎の荒馬、４基の笠鉾等が旧城下を巡行する
あらうま かさほこ

ものです。

本件は、この地域における山鉾屋台行事の
やまほこ

典型例であり、我が国の城下町祭礼や山鉾屋

台行事の地域的な展開を考える上で重要であ

るとして、国の重要無形民俗文化財に指定さ

れました。

【巡行する屋台】（村上市教育委員会提供）

（２）浦佐毘沙門堂の裸押合

（無形民俗文化財）

新潟県南魚沼市浦佐にある普光寺の
ふ こ う じ

毘沙門堂で行われる春先の行事で、寒冷のな
びしゃもんどう

か上半身裸の男性たちが除災招 福や五穀
じょさいしょうふく ご こ く

豊 穣等を願って堂内で激しく押合いをするも
ほうじょう

のです。

本件は、この地方に伝わる裸押合の典型例

であり、行事の運営には地域の年齢集団が関

与し、多くの講 中の参詣や奉納も見られる等
こうじゅう

民俗的要素も豊かです。我が国の民間信仰や

修 正会に由来する民俗行事の変遷や地域差を
しゅしょう え

理解する上で重要であるとして、国の重要無

形民俗文化財に指定されました。

【堂内での押合い】（南魚沼市教育委員会提供）

文化財の国・県新指定について
文化行政課



(6) いじめ見逃しゼロ県民運動 私たちはいじめを見逃しません 第821号 平成30年６月１日

県内に所在する文化財のうち、本県にとっ

て特に歴史的価値等の高く、将来にわたって

保護すべきであるものを、「新潟県文化財保護

条例」に基づいて県教育委員会が指定したも

のが新潟県指定文化財です。

平成29年度は新たに３件が指定されました。

その概要は次のとおりです。

１ 有形文化財（彫刻）

木造菩薩立像 ２躯
もくぞう ぼ さ つりゅうぞう

（個人所蔵）

長岡市中潟町観音堂に安置される木造菩薩

立像です。両像ともカツラ材の一木造で、像

高はともに約154㎝、平安時代後期の作と見

られます。中越大震災後、平成19年の修理で、

像内から貞享５年（1688）の常 光院教 瑞に
じょうこういんきょうずい

よる修理銘札や仏像と舎利塔が見いだされま

した。製作年代の古さに加え、地域性を示す

作風が見られることや、江戸期の修理によっ

て文化財的価値を高めたと考えられることか

ら、近世仏教彫刻史・地域史の一資料として

も貴重です。

【木造菩薩立像】

２ 有形文化財（考古資料）

神山遺跡出土品 136点
かみやま い せ き しゅつどひん

（津南町 農と縄文の体験実習館

なじょもん所蔵）

信濃川最上流部の河岸段丘上に位置する、

後期旧石器時代後半（約23,000年前）の遺跡
きゅうせっき

の出土品です。この時代において、東北地方

日本海側南半から中部地方北半に分布する

杉久保石器群は、長野県杉久保遺跡出土資料
す ぎ く ぼ せ っ きぐん

を基準とする杉久保型ナイフ形石器と、本遺
す ぎ く ぼがた がたせ っ き

跡出土資料を基準とする神山型彫器から構
かみやまがたちょう き

成されます。本遺跡出土の杉久保石器群は、

本県の後期旧石器時代後半を代表する石器群

として極めて重要な資料です。

【神山遺跡出土品】

３ 有形文化財（考古資料）

蔵王遺跡出土品 222点
ざ お う い せ き しゅつどひん

（佐渡市 新穂歴史民俗資料館、

佐渡市埋蔵文化文化財整理室所蔵）

国中平野の沖積地に所在する弥生時代後期

末葉～古墳時代前期前半の遺跡の出土品で

す。県内では類例のない建物の礎板や地中梁
そ ばん ちちゅうはり

が検出されており、建物の基礎構造が把握で

きます。特徴的な建物や鏡・銅鏃などの威信
どうぞく い し ん

財等から、佐渡における首 長層の存在がう
ざい しゅちょうそう

かがえ、学術的価値が高い資料です。

【蔵王遺跡出土品】

県文化行政課では、夏休み期間中に中学生

・高校生及び教職員を対象とした青少年文化

財講座など、フィールドワークや体験活動な

どをとおして指定された文化財を身近に感じ

ることのできる様々なイベントを開催します

のでぜひ御参加ください。

（※文化行政課Webページを御覧ください。）



文化行政課では、主に中学生・高校生を対

象に、発掘現場の見学・体験、現地における

フィールドワーク等を通じて、文化財への興

味・関心を高め、理解を深める講座を開催し

ています。

この講座では、キャリア教育の視点から、

文化財にかかわる仕事にスポットをあて、そ

の仕事の一端に触れたり、実際に働く方々か

ら話を聞く場を設けることで、今後の文化財

保護・活用を担う人材の育成に寄与すること

を目指します。

教職員にとっても地域の宝である文化財を

より深く知ることができ、授業に取り入れる

ことができるヒントも満載です。

昨年度はテーマ別に３回実施しました。

○第１回「歩いて発見！城下町の歴史」

国史跡「春日山城跡」「上越市埋蔵文化財セ
かすがやまじょうあと まいぞうぶん か ざい

ンター」を見学。その後、城下町高田の雁木
がん ぎ

の町並みを歩き、上越の歴史に触れました。

○第２回「美術と伝統工芸」

県立近代美術館での美術鑑賞と美術館学芸

員による展覧会に関する講義を受講しました。

午後からは、越後上布の原料である苧麻の刈
えち ご じょう ふ ち ょ ま

り取り体験を行い、伝統技術を学びました。

○第３回「発掘！縄文の生の歴史と魅力に触

れる」

土橋北遺跡で発掘された出土品の整理作業
ど ば し き た い せ き

を体験しました。午後からは、縄文の里・朝

日で石器作りや土器作りを学びました。

【参加者の感想】

・展示会を開くまでの苦労や、麻製品の

作り方を知ることができ良かった。

・雁木の町並みは残って欲しいと思った。

【昨年度の様子 春日山城跡にて】

今年度も中学生・高校生と教職員を対象に

全３回実施します。

○第１回 平成30年８月９日（木）

「縄文時代の遺跡を掘る」

縄文時代の遺跡「上野遺跡」で発掘体験を
かみ の い せき

します。その後、縄文の里・朝日で石器や土

器作りを行います。

○第２回 平成30年８月10日（金）

「邪馬台国から大和政権へ-越後平野では何
や ま たいこく や まとせいけん

が起こったか-」

県埋蔵文化財センターで講義を受けた後に、

県最大の古墳「古津八幡山古墳」や豊富な副
ふる つ はちまんやま こ ふん ふく

葬品が出土した「城の山古墳」を見学します。
そうひん じょう やま こ ふん

○第３回 平成30年８月17日（金）

「戦国武将・上杉謙信と出会い、城下町高
うえすぎけんしん

田を歩く」

戦国武将上杉謙信の居城、春日山城跡や天
きよじょう

下普請の高田城跡を見学します。その後、日

本一の雁木の町並みである高田の城下町を歩

いて上越市の歴史への理解を深めます。

学習指導要領の改訂に伴い、文化財の理解

や活用が注目されています。青少年文化財講

座のほかにも、学校への出前講座など児童・

生徒及び教職員の皆さんを対象とした、文化

財を身近に感じることのできるプログラムを

提供していますので、ぜひ御活用ください。

（※文化行政課Webページを御覧ください。）

第821号 平成30年６月１日 新潟県は一人一人を伸ばす教育を推進します (7)

青少年文化財講座について
文化行政課
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県立図書館では、学校に対する各種支援事

業に取り組んでいます。今回は主に学校向け

の貸出サービスについて御紹介します。

当館では、学校への図書の貸出を行ってい

ます。学校図書館・室をとおしてお申込みく

ださい。１校につき50冊まで、30日間借りら

れます。（送付にかかる期間を含みます。）

学習指導要領の解説や、授業実践例が掲載

された図書をはじめ、修学旅行の事前学習に

も役立つ歴史や文化を紹介した資料なども所

蔵しています。授業等の参考資料として、ど

うぞ御活用ください。

申込書は当館ホームページ掲載の「図書館

資料貸出申込書」を御利用ください。（任意の

書式でも可。）

当館では、外国絵本の展示用セット「オズ

ボーン・コレクション」と、「ベルリン・コレ

クション」を学校へ貸し出しています。

【外国絵本コレクションの学校図書室での展示の様子】

絵本本体と併せて、作品解説や展示用パネ

ルなどの掲示物も貸し出します。なお、利用

期間は30日間です。（送付にかかる期間を含み

ます。）

１ 「オズボーン・コレクション」とは

「オズボーン・コレクション」とは、イギ

リスの州立図書館長エドガー・オズボーン氏

により、カナダのトロント公共図書館に寄贈

された、15世紀末～20世紀初頭にイギリス等

で出版された世界的にも名高い絵本や児童書

のコレクションです。当館が所蔵しているの

は「ほるぷ出版」が復刻した下記の（１）（２）

です。

(1) 「オズボーン・コレクション」第１期

1979年に復刻。イギリスの18世紀から19

世紀末までの古典的絵本34点。『靴ふたつさ

ん』『おとぎの“アリス”』など。

(2) 「オズボーン・コレクション」第２期

1984年に復刻。イギリスの19世紀を中心

とした古典的絵本30点。『ノアの箱舟のお話』

『ロビンソン・クルーソーのお話』など。

２ 「ベルリン・コレクション」とは

「ベルリン・コレクション」とは、ドイツ

国立図書館が1951年児童図書部門を設立し、

第２次世界大戦で荒廃したヨーロッパ各地に

埋もれ、散逸してしまった貴重な絵本等を積

極的に収集したコレクションです。

当館が所蔵しているのは、「ほるぷ出版」が

1982年に出版した18世紀半ばから19世紀はじ

めのドイツ、フランス、ロシアなどの古絵本

の名作28点です。

３ 申込み方法

所定の貸出申込書をご用意しております。

詳しくは当館までお問い合わせの上、どう

ぞ御利用ください。

御活用ください！学校への図書の貸出サービス
県立図書館

県立図書館

https://www.pref-lib.niigata.niigata.jp/
電話 025-284-6001（代表）FAX 025-284-6832
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●県立近代美術館(長岡市）
コレクション展 第２期

展示室１「近代美術館の名品〈日本編〉」
当館所蔵品の中

から、美術史上重
要な作品、人気の
高い日本の作品を
選りすぐって展示
します。

土田麦僊《山茶花》1933年

（「近代美術館の名品〈日本編〉」より）

展示室２「亀倉雄策賞 1999－2017」
当館の所蔵する第1回から19回までの亀倉雄策賞

受賞作品を一堂に会し、この20年間の日本のデザ
インの歩みを振り返ります。

展示室３「近代美術館の名品〈海外編〉」
当館所蔵品の中から、美術史上重要な作品、人

気の高い海外の作品を選りすぐって展示します。

〇会 期 ５月24日(木)～ ７月１日(日)
○休館日 毎週月曜日
○開館時間 午前９時～午後５時

（観覧券の販売は午後４時30分まで）
○会 場 県立近代美術館 コレクション展示室
○観覧料 一般430円(340円）

高校・大学生200円(160円）
中学生以下無料

※（ ）内は有料20名以上の団体料金です。
※ 障害者手帳・療育手帳をお持ちの方は観覧料

が免除になります。受付で御提示ください。
※ 企画展開催中は、企画展観覧券でコレクショ

ン展も御覧いただけます。

◆美術鑑賞講座
６月９日(土）「江口草玄の一世紀を辿る」

講師 松矢国憲(当館専門学芸員）
６月16日(土）「近代美術館の名品あれこれ〈日本編〉」

講師 長嶋圭哉(万代島美術館主任学芸員）
６月23日(土）「近代美術館の名品あれこれ〈海外編〉」

講師 松本奈穂子(当館美術学芸員）
・時 間 各回 午後２時～３時30分
・会 場 県立近代美術館 講堂
・その他 参加無料 申込不要 定員165名

県立近代美術館では学校向けの教育普及プログラムを用意して

います。詳しくは下記ＨＰを御覧ください。

県立近代美術館
住所：長岡市千秋３丁目278-14
TEL：0258-28-4111
HP：https://kinbi.pref.niigata.lg.jp/

●県立万代島美術館（新潟市）

「所蔵品展 ターニングポイント！
―人生、それぞれの“時”」

図版：宮芳平《自画像》1919年 新潟県立近代美術館寄託

美術家の人生におけるさまざまな転機に着目し、
関連する作品とともに創作の推移をたどります。進
学、卒業、就職、帰郷、転居、出会い、結婚などの
機に臨み、創作者としてどのような道を選び、人生
を展開させたのか。そして、それが創作にどのよう
な影響をおよぼしたのか。こうした視点に立って、
作品に対すれば、新たな感覚がうまれることでしょ
う。また、本年は当館の開館15周年という節目にあ
たります。そこから、「15歳のバンビ」と題する特集
展示を併設し、当館のこれまでの活動を振り返りま
す。

○会 期 ５月19日(土)～６月24日(日)
○休 館 日 ６月４日(月)、６月18日(月)
○開館時間 午前10時～午後６時

(観覧券の販売は午後５時30分まで)
○観 覧 料 一般310円(250円)

高校・大学生150円(120円)
中学生以下無料

※（ ）内は有料20名以上の団体料金です。
※ 障害者手帳、療育手帳をお持ちの方は観覧料が
免除になります。受付で御提示ください。

会期中のイベント
○開館15年記念トークセッション
Ⅰ．「バンビ、15年の歩み」
Ⅱ．「それぞれのターニングポイント！～学芸員編」
６月９日(土)午後２時～３時30分
話し手：荒井直美(新潟市美術館 学芸員)

大森慎子(新潟市 学芸員）
藤田裕彦(新潟県立近代美術館 学芸員）
桐原浩(新潟県立万代島美術館 学芸員）

会場：万代島美術館展示室
※申込不要・要観覧券

○学芸員によるギャラリートーク
６月24日(日) 午後２時から
会場：万代島美術館展示室
※申込不要・要観覧券

県立万代島美術館
住所 新潟市中央区万代島５-１ 朱鷺メッセ内
TEL 025-290-6655 万代島ビル５階
URL https://banbi.pref.niigata.lg.jp/
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※ PDFファイルでご覧の方は、下線部（Webページﾞアドレス）

をクリックすると、直接該当Webページﾞへジャンプしますので

御活用ください。Webページでも御覧ください。バックナンバー

も御覧になれます。「教育月報」で検索してください。

●県埋蔵文化財センター（新潟市）

春季企画展「火焔型土器－縄文の息吹－」
を開催中

新潟の宝である火焔型土器。圧倒的な迫力と優雅
な造形を兼ね備えた姿からは、縄文の息吹を感じ取
ることができます。十日町市指定文化財である野首
遺跡の火焔型土器から、その歴史と魅力に迫ります。

十日町市野首遺跡の火焔型土器

（提供：十日町市教育委員会

Photo by T.Ogawa）

○期 日 ６月24日(日)まで
○時 間 午前９時～午後５時
○観覧料 無料

新潟県埋蔵文化財センター講演会
第３回「火焔型土器の造形」

縄文土器の多くは容器の形以上に、文様の多様性
に特色があります。新潟県の遺跡で多く発見される
約5,000年前の火焔型土器は口縁の突起と器面全体を
覆う立体的な渦巻文様を特徴とし、それゆえに注目
される存在となっています。そのような火焔型土器
の造形について作り方を中心に解説します。
〇期 日 ６月17日(日）
○時 間 午後１時30分～３時30分
○会 場 県埋蔵文化財センター
○参加費 無料
○講 師 宮尾 亨氏(県立歴史博物館）
○定 員 80人(当日定員になり次第締切）
○申込み 不要(手話通訳・要約筆記が必要な方は２

週間前までにご連絡をお願いします）

県埋蔵文化財センターでは学校向けの教育支援プ
ログラムを用意しています。詳しくは下記ＨＰを御
覧ください。

新潟県埋蔵文化財センター
住所 新潟市秋葉区金津93番地１
TEL 0250-25-3981
E-mail niigata@maibun.net
HP http://www.maibun.net

まいぶんちゃん

●文化行政課世界遺産登録推進室

【佐渡金銀山世界遺産講座
「佐渡金銀山の価値と魅力」】

400年以上に渡って金銀を産出し続けた佐渡金銀山
は、国の財政基盤を支える重要な鉱山として繁栄し
ました。世界遺産登録を目指す佐渡金銀山の価値と
魅力について講座を開催します。

○期 日 ６月９日(土)
○時 間 午後２時～３時30分(開場１時30分)
○講 師 北村 亮

(新潟県教育庁文化行政課世界遺産登録推進室長)
○会 場 長岡市寺泊文化センター 視聴覚室
○定 員 80名 要事前申込み

(お申し込みは下記へお電話ください。)
○参加料 無料

新潟県教育庁文化行政課世界遺産登録推進室
住所 新潟市中央区新光町４－１
TEL 025-280-5726
URL https://www.sado-goldmine.jp/

発行所 新潟県教育庁総務課
所在地 〒950-8570

新潟市中央区新光町４番地１
電 話 025-280-5587 ＦＡＸ 025-285-3766
E-mail ngt500010@pref.niigata.lg.jp
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●文化行政課

第１回新潟県考古学講演会
「新潟県の洞窟遺跡と開地遺跡」

県内には、史跡小瀬ヶ沢洞窟、室谷洞窟をはじめ
多くの洞窟遺跡があります。本講演会では、洞窟遺
跡をテーマに、調査中の魚沼市黒姫洞窟の調査成果
を踏まえた講演を行います。
このほかに縄文時代が始まるころ(約15,000年前）

の新潟県の様子について最新の調査成果を含めた５
本の報告があります。

【発掘調査中の魚沼市黒姫洞窟】

〇期 日 ６月24日(日）
○時 間 午前10時～午後４時
○会 場 魚沼市地域振興センター

（魚沼市吉田1144）
○定 員 200名
〇申 込 ６月22日(金）〆切
〇申込先 魚沼市教育委員会生涯学習課文化財係

電話：025-794-6073
〇参加費 無料
〇内 容 國學院大學・小林達雄名誉教授「洞窟遺

跡の意義－縄文文化のはじまり－」

〇お問い合わせ 新潟県教育庁文化行政課
TEL 025-280-5620


